
天使病院 

 

所属メンバー 

・飯塚  進 （昭和 51 年卒） 
・外木 秀文 （昭和 57 年卒） 
・高橋 伸浩 （昭和 62 年卒） 
・奥原 宏治 （平成 4 年卒） 
・宮  卓也 （平成 17 年卒）（独自採用、非医会員） 
・小籏 菜穂 （平成 17 年卒）（独自採用、非医会員） 
・大橋 宏史 （平成 19 年卒）（独自採用、非医会員） 

・鈴木 雅彦 （平成 20 年卒）（独自採用、非医会員） 

・工藤 京平 （平成 20 年卒）（独自採用、非医会員） 

・三野 絵美 （平成 8年卒）（非常勤） 

 

 

 

卒後臨床研修医 

 9 名 

 

 

 

専門外来 

・神経外来 

・心臓外来 

・フォローアップ外来 

・内分泌外来 

・精神発達外来 

・血液腫瘍外来 

・遺伝外来 

 

 

 

 

 

 

 



天使病院 

 

病院全体の医師数  49 人 

小児科医師数  10 人 (うち非常勤  1 人) 

 

病院全体の病床数  260 床 

小児科病床数(NICU、ベビーを除く)  31 床 

NICU病床数  12 床 

新生児病床数(NICUを除く)  16 床 

 

NICU としての認定     あり 

 

平均小児科外来数  76.7 人/日 

平均時間外外来数  2.9 人/日 (小児科医が診察したものです) 

 

年間入院患者数  1,229 人/年  

年間のべ入院患者数  7,693 人/年 (入院患者数×入院日数) 

年間時間外入院患者数  352 人/年 

 

年間分娩数                   649 人/年  (2009 年 1 月～12 月) 

年間低出生体重児(2,500g 未満)数  113 人/年 

極低出生体重児(1,500g 未満)数 26 人/年 

年間呼吸管理患者数 32 人/年 
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